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税
法
研
究
会
は
、
今
年
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭 

和
三
十
年
五
月
に
、
秋
田
清
光
氏
（
昭
31
、
故
人
）
の
発
案 

に
よ
り
、
税
法
同
好
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
法
人
税
、 

所
得
税
、
簿
記
、
財
務
諸
表
論
の
活
動
を
行
い
、
昭
和
三
十 

一
年
末
に
は
そ
の
活
動
状
況
が
認
め
ら
れ
、
研
究
会
へ
昇
格

し
ま
し
た
。
一
方
、
創
立
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
昭
和
三
十
一

年
に
卒
業
す
る
と
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
親
睦
と
税
研
の
後
援
を
目

的
に
、
税
研
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
団
体
「
大
倉
税
法
学
士
会
」
が

発
足
し
、
初
代
会
長
に
は
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
そ
の

後
の
税
研
を
大
き
く
発
展
さ
せ
、
今
で
も
ほ
と
ん
ど
の
税
研

の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
静
谷
哲
治
氏
（
昭
31
）
が
就
任
し

ま
し
た
。

　

当
初
の
税
研
は
、
国
家
試
験
受
験
目
的
で
し
た
が
、
数
年

後
に
は
部
員
数
が
百
名
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
目

的
を
持
っ
た
会
員
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
活
動
内
容
も
多

様
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
研
究
会
と
し
て
の
合
宿
や
展
示
発

表
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
親
睦
の
た
め
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野

球
大
会
、
葵
祭
へ
の
模
擬
店
や
仮
装
大
会
へ
の
参
加
、
コ
ン

パ
等
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

時
代
と
と
も
に
税
研
の
活
動
や
行
事
は
変
化
し
て
い
ま
す

が
、
簿
記
検
定
試
験
や
研
究
成
果
発
表
の
葵
祭
展
示
、
講
演

会
な
ど
は
今
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
現
役
と

交
流
す
る
場
と
し
て
は
、
新
入
部
員
歓
迎
会
、
合
宿
、
葵
祭

で
の
展
示
と
模
擬
店
、
卒
業
生
を
迎
え
る
「
学
士
会
」
新
入

会
員
歓
迎
会
が
あ
り
ま
す
。

　
「
学
士
会
」
で
は
、
毎
年
の
行
事
と
は
別
に
五
年
毎
の
周 

年
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
周
年
行
事
で
は
、
普
段
参
加
で 

き
な
い
方
も
参
加
す
る
た
め
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
集
ま 

り
ま
す
。
こ
の
機
に
合
わ
せ
て
、
同
期
の
集
い
を
す
る
期
も 

い
ま
す
。
前
回
の
五
十
五
周
年
で
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
百
三
十 

五
名
、
現
役
三
十
名
、
来
賓
他
十
一
名
、
総
計
百
七
十
六
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

六
十
年
と
い
う
と
人
間
で
い
え
ば
還
暦
で
す
。
税
研
に
還

暦
祝
い
は
変
で
す
が
、
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
長
期
間
継
続

し
て
の
活
動
を
祝
う
こ
と
も
六
十
周
年
記
念
行
事
の
目
的
の

一
つ
で
す
。
小
宮
山
学
氏
（
昭
62
）
が
こ
の
委
員
長
に
な
り
、

昨
年
五
月
か
ら
、
住
所
録
の
確
認
作
業
や
日
程
、
会
場
な
ど

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
今
年
は
十
月
三
日
（
土
）
午
後
四

時
か
ら
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

税
研
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
は
、
六
十
周
年
を
祝
い
な

が
ら
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
同
士
の
親
睦
を
は
か
り
、
さ
ら
に
は
現
役

後
援
の
た
め
に
も
、
ご
参
集
の
ほ
ど
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葵
友
会
副
会
長
）






